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―関節リウマチの治療では、免疫
を抑える薬を使うため、感染症に
かかりやすくなると聞いたことが
ありますが、本当でしょうか。
　関節リウマチは、本来は外敵か

ら自分を守ってくれる免疫細胞が

誤作動を起こし（免疫の異常）、自

分自身の組織を攻撃してしまう「自

己免疫疾患」の病気です。全身の

関節に腫れや痛みが生じ、徐々に

軟骨や骨が破壊されていきます。

ます。一方、副腎皮質ステロイドは炎

症を取り除く作用は強いのですが、

感染症リスクが高いため、必要最小

限の使用が望まれます。生物学的製

剤や分子標的薬は、普通は何でもな

いような毒性の弱い細菌やウイルス

に感染する日和見感染症のほか、結

核、帯状疱疹（水ぼうそうウイルス）

への注意が必要とされています。

　関節リウマチの活動性が高い

（症状が出やすい、重い）ときは、活

動性が低い（症状が落ち着いてい

る）ときに比べ、感染症にかかるリ

スクは高く、関節リウマチに対する

必要十分な治療が必要です。感染

症にかかることが怖いからといって、

治療を中断してしまうとかえって健

康を害するおそれがあります。

　感染症にかかってしまった場合

は、免疫抑制作用のあるリウマチ治

療薬は、感染症に悪い働きをする可

能性があるので、一時的にリウマチ

治療薬をお休みすることもあります。

　新型コロナウイルスの感染を心配

される患者さんも多いようですが、

現時点では、関節リウマチの患者さ

んが新型コロナウイルスに対して特

にかかりやすい、あるいは重症化し

やすいという報告はありません。ま

た、一部の生物学的製剤や分子標

的薬が新型コロナウイルスの予防や

治療に有効であるという報告もある

ようですが、まだデータが少なく、効

果は明らかではありません。

　関節リウマチの患者さんは、必要

以上に感染症をおそれることはあり

ません。ただし、もし感染してしまうと、

薬剤の服用に注意が必要となります

ので、普段から手洗いやうがいの徹

底、インフルエンザワクチン・肺炎球

菌ワクチンの接種など、しっかり感染

予防対策を行うことが大切です。

　この免疫の異常は、病原体に反

応できない免疫不全とは異なりま

す。リウマチ治療薬の多くは、過剰

な免疫を調整することで症状を抑

えたり改善したりします。治療薬に

は抗リウマチ薬、免疫抑制剤、生

物学的製剤、分子標的治療、副腎

皮質ステロイドなどがあります。

　古典的な抗リウマチ薬は、免疫を

抑える働きがあまり強くないので、感

染症リスクは少ないと考えられてい
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住      所／札幌市中央区北1条西7丁目
　      　　パシフィックマークス札幌北1条5階
電話番号／011-271-0770
診察受付／月～金曜 9：00～17：00
　　　　　※完全予約制
休 診 日／土日曜・祝日
院 　　長／佐川 昭　副院長／古崎 章

リウマチ・膠原
病の早期発
見と早期治療
を目指し、先
進的な医療に
も積極的に取
り組むリウマチ専門クリニック。丁寧な検査と
的確な診断のもと親身な説明と納得のいく
治療で常に患者本位の体制を目指します。


